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平成２９年７月伊勢原市教育委員会定例会議事録 

 

 

１ 開催日時 

  平成２９年７月２７日（木）午後１時３０分から 

２ 開催場所 

  青少年センター 集会室 

 

３ 教育長及び委員 

  教育長          鍛代 英雄 

 教育長職務代理者    永井 武義 

委 員         重田 恵美子 

  委 員         菅原 順子 

    委 員         渡辺 正美 

 

４ 説明のため出席した職員 

    教育部長        谷亀 博久 

    学校教育担当部長    大髙 敏夫 

   教育総務課長      古清水 千多歌 

    教育指導課長      石渡 誠一 

  社会教育課長      小谷 裕二 

図書館・子ども科学館長 麻生 ひろ美 

歴史文化担当課長    立花 実 

教育センター所長    本多 由佳里  

 

５ 会議書記 

    教育総務課 総務係長     瀬尾 哲也 

 

６ 傍聴人 

  １５人 

 

７ 議事日程 

  日程第１  前回議事録の承認 

日程第２  教育長報告 

      （１）平成２９年度サマーヒアリングについて 

（２）教科用図書採択に係る要望等について 

日程第３  議案第２６号  平成３０年度伊勢原市立小学校「特別の教科 

道徳」使用教科用図書の採択について 

日程第４  議案第２７号  平成３０年度伊勢原市立小学校使用教科用図

書の採択について 



 - 2 -

日程第５  議案第２８号  平成３０年度伊勢原市立中学校使用教科用図

書の採択について 

日程第６  議案第２９号  平成３０年度伊勢原市立小中学校の特別支援

学級において使用する教科用図書の採択につ

いて 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

午後１時３０分   開会 

 

○教育長【鍛代英雄】 

 定刻となりました。ただ今から教育委員会議を開催いたします。 

 

     日程第１ 前回議事録の承認  

 

○教育長【鍛代英雄】 

 日程第１、前回議事録の承認について、お願いいたします。 

 

○教育長及び全委員 承認 

 

－－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第２ 教育長報告 

 

○教育長【鍛代英雄】 

 日程第２「教育長報告」をいたします。本日は２件でございます。まず１件目

は平成２９年度サマーヒアリングについてです。資料１をご覧ください。 

 サマーヒアリングにつきましては、総合計画の進行管理の仕組みといたしまし

て、事業の進捗状況の把握と今後の事業展開、予算編成の調整を図ることを目的

として毎年夏に市長が行うものですが、今年度は平成３０年度からスタートいた

します総合計画後期基本計画の策定年度でございますので、計画に計上する事業

の調整を行います。 

 教育部のヒアリングは８月３日の水曜日に予定されております。資料１は教育

部のサマーヒアリング対象事業のリストでございます。総合計画後期基本計画に

計上を予定しております事業のうち、８事業がヒアリングの対象となっておりま

す。 

 上から順に見ていきますと、１番目が校舎の屋上防水や外壁修繕、校舎のトイ

レ改修といった学校施設の修繕・改修の事業でございます。これらの事業は前期

計画にも計上されており、計画的に進めているところでございますが、平成３０

年度以降５年間の事業内容についてヒアリングが行われます。 

 ２番目も学校施設の関係でございまして、新規計上予定の事業でございます。
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６月の教育委員会研究会におきまして、本市の公共施設の今後の方向性やあり方

といったことで、公共施設等総合管理計画に計上されております教育関連施設に

ついてお話をさせていただいたところでございますが、全国的に今後インフラや

公共施設の老朽化が急速に進み、施設の更新や改修が大きな課題となってまいり

ます。国は各施設管理者に対し、財政負担を考慮した施設の長寿命化計画を策定

した上で、計画的な更新・維持管理を行うことを求めております。 

 学校施設につきましては、文部科学省の指導の下、学校施設の実態、施設整備

の基本的な方針、長寿命化の実施計画等を盛り込んだ学校施設長寿命化計画を平

成３２年度までに策定することが求められておりますので、本市におきましても

施設の老朽化調査を実施し、中長期的な維持管理等にかかるトータルコストを検

討した中で、長寿命化計画を策定していくといった内容でございます。 

 ３番目も新規計上予定の事業で、市民から寄附していただきました土地・建物

について、（仮称）郷土資料館として活用していこうとするものでございます。 

 ４番目は、大山小学校で実施しておりますモデル事業でございます。前期計画

からの継続予定の事業でございます。内容は、大山小学校における事業を継続す

るとともに、その成果を他の小中学校に広めていくというものでございます。 

 ５番目は、新規計上予定の事業で、学校図書館へ司書を配置し、児童生徒の読

書活動を推進するとともに、学校図書館を学習センター、情報センターとして整

備することにより、児童生徒の学習活動を支援しようとするものでございます。 

 ６番目は、先ほどの学校施設の長寿命化計画と同じで、社会教育施設でありま

す公民館、図書館及び子ども科学館の長寿命化計画の策定でございます。同じく

新規計上予定の事業でございます。 

 ７番目は、大田公民館と大田ふれあいセンターの機能統合に関する事業でござ

います。これまでも市民生活部の事業として計上されておりましたものですが、

今回、教育部としても新規に計上を予定する事業でございます。 

 最後の８番目も新規計上予定の事業で、読書啓発ボランティアを育成し、その

活動を支援することにより、学習成果を生かせる生涯学習の推進を図るものでご

ざいます。 

 以上、現時点で８事業のヒアリングが予定されております。ヒアリングの結果

につきましては後日報告させていただきます。 

 次に、教科用図書採択に係る要望等について報告をいたします。資料はござい

ません。 

 今年度の「特別の教科 道徳」使用教科用図書の採択に当たりまして、事前に３

件の要望等が寄せられていますので、報告をいたします。 

 １件目は、日本出版労働組合連合会から３月２２日付で送付されました「２０

１７年度における公正な教科書採択のための提言（要望書）」、２件目は、西郷

さん掲載の道徳検定教科書の採択をお願いする運動推進連合会から６月吉日付で

送付されました「西郷さん掲載の道徳検定教科書の採択をお願いする要望書」、

３件目は、自由法曹団神奈川支部から６月１２日付で送付されました「道徳の教

科化に反対する意見書」でございます。 
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 教育委員の皆様には、以上３件の要望書等の写しを既に配付させていただいて

おりますが、教科用図書の採択権者でございます教育委員の皆様におかれまして

は、様々な視点から教科書の研究・検討を行い、公正かつ適正な採択を行うこと

とされておりますので、採択に当たり改めて報告をさせていただきました。 

 以上２件の報告でございますが、御意見、御質問などがございましたらお願い

いたします。 

○教育長職務代理者【永井武義】 

 サマーヒアリングの件でよろしいでしょうか。本年度は、総合計画後期基本計

画を見据えてのヒアリングということですが、現在、この後期基本計画の策定に

伴う総合計画審議会が開催されておりまして、私も教育委員の立場で委員として

出席をさせていただいております。全６回を予定されており、現在２回の会議が

開催されました。 

 校舎の改修等、施設整備に関係してくるものは非常に多くの予算を伴いますの

で、なかなか難しいとは思いますが、今、御説明があった８事業に関して委員の

皆様で何かあれば是非私の方へ御意見を寄せていただいて、審議会の議論の中で

活かしていきたいと思っております。以上でございます。 

○教育長【鍛代英雄】 

 今の御発言については、御意見ということで承ってよろしいでしょうか。 

○教育長職務代理者【永井武義】 

 はい。 

○教育長【鍛代英雄】 

 他にございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。それでは次に移らせていただきます。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第３ 議案第２６号 平成３０年度伊勢原市立小学校「特別の 

教科 道徳」使用教科用図書の採択について 

○教育長【鍛代英雄】 

 続きまして議案審議に移ります。 

日程第３、議案第２６号「平成３０年度伊勢原市立小学校『特別の教科 道徳』

使用教科用図書の採択について」、提案説明をお願いします。 

○学校教育担当部長【大髙敏夫】 

 議案書の１ページをご覧ください。 

本議案第２６号につきましては、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関

する法律第１３条第１項及び同法施行令第１４条第１項の規定に基づく平成３０

年度伊勢原市立小学校「特別の教科 道徳」において使用する教科用図書の採択に

ついて、伊勢原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則第２条第１

項第１０号の規定により提案するものでございます。 
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 平成３０年度から、小学校において道徳が「特別の教科 道徳」として新たに教

科になることに伴いまして、使用する教科用図書の採択を行うものでございます。 

 なお、採択期間は平成３２年度から予定されている次期小学校学習指導要領の

実施に伴う教科書の採択替えに合わせるため、義務教育諸学校の教科用図書の無

償措置に関する法律施行令第１５条第２項及び第３項の規定に基づき３０年度と

３１年度の２年間の採択となります。 

 また、本採択につきましては、文部科学大臣から送付される目録に登載された

教科書図書のうちから採択することになっております。 

 ２ページに発行者一覧、３ページ以降に教科書目録から抜粋した今回の「特別

の教科 道徳」に係る教科用図書の目録を掲載してございます。よろしく御審議を

お願いいたします。 

○教育長【鍛代英雄】 

 提案説明が終わりました。これから審議・採決に入らせていただきますが、そ

の前に一言申し上げます。 

 本日の採択に先立ちまして、伊勢原市教科用図書採択検討委員会を設置し、採

択に係る必要な事項の調査・研究及び協議をしていただいております。 

 検討委員会での検討結果についてですが、先日開催されました検討委員会の会

議に、教育委員の皆様全員と私がオブザーバーとして出席し、調査・研究等の内

容を確認させていただきました。また、検討結果を書面でもいただいております。 

 従いまして、委員の皆様は、既に検討委員会の検討結果について把握されてお

りますので、改めてこの場では検討結果の報告はいたしませんので、御了承くだ

さい。 

 次に、審議・採決の方法でございますが、まず教育委員の皆様から、それぞれ

順番に御意見をいただき、私も含めまして御意見が出そろったところで採決に入

りたいと思います。採決はお１人１回の挙手とし、過半数をもって決することと

し、全員の挙手が終わった時点で終了といたします。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは始めていきます。御意見をお願いいたします。 

 では菅原委員から。 

○委員【菅原順子】 

 ８発行者の教科書の内容、構成、分量等を比較した結果、私は光文書院、日本

文教出版、光村図書出版、学校図書が良いのではないかと思いました。 

 中でも光文書院は、見出しなどの導入部分や末尾の考察が雑過ぎず、細か過ぎ

ず、課題が上手く焦点化されているうえに、本文の下の欄に流れに沿った問いが

投げかけられており、問題意識を持ちながら読み進めていけるような工夫がされ

ていると思います。 

 読みやすさという点でも光文書院は３年生までの教材には全ての漢字に振り仮

名が振られていますし、高学年では国語科での学習の有無にかかわらず、二字熟

語であれば両漢字ともに振り仮名が付され、あるいは全て平仮名で書かれ、読む

ことが苦手な子でも少ない負荷で読み進められる配慮がなされていると思いま
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す。 

 題材は各社とも新学習指導要領で求められている多様な価値観をめぐって子ど

もに考えさせ、議論させる工夫が色々と見られるのですが、光文書院は、結果よ

りも過程を重視したもの、歴史・伝統に対して現在の児童の主体的なかかわり方

を示すもの、価値観や人間関係の葛藤の解決に向けて考えさせるものなど、子ど

もが興味を持って主体的に考えることを促す題材が多く取り入れられていると思

います。 

 各出版社で、別冊のノートが付いているもの、付いていないもの、各種あった

のですが、光文書院の場合はノートが付いておりませんが、今年度、道徳の研究

指定校となっている小学校では、各担任の先生が独自のプリントを工夫しながら

作成していると伺いましたので、先生の裁量でそのクラスの子どものニーズや実

情、先生の人間性が反映された質の良いプリントを自作していただけるのではな

いかと思いました。 

 以上、私は光文書院が最も良いと考えました。 

○教育長【鍛代英雄】 

 次に永井委員、お願いします。 

○教育長職務代理者【永井武義】 

 教育長からの御報告にもございましたが、本採択に当たり、神奈川県や中地区

の研究・調査結果についての理解を深めるとともに、採択検討委員会における調

査報告や検討内容を受けまして、教育長も含めまして教育委員それぞれが、また

教育委員相互で様々な角度から吟味し、採択のためのより良い時間を費やしてま

いりました。 

 ８発行者それぞれに特徴はあるものの、従来の副読本に近いとの印象を受けま

した。その中で、学習指導要領の目標には「道徳的諸価値についての理解をもと

に」とありますが、私としては、学習指導要領にある２２個の内容項目の目当て

が見出しで明確であるもの、読み物教材として優れているもの、４５分という授

業時間を考えた場合、教材の量が適量であるものといったことを選択の中心に置

きました。 

 また、内容としては、低学年でのより良い学校生活、集団生活の充実、節度・

節制に比重が高く、神奈川に関連すること、あるいはキャリア教育に関して高学

年で取り上げるなど、発達段階に応じた工夫が施されているなどの観点で、バラ

ンスが良いのは教育出版の教科書だと思いました。 

 そして、感動的な伝記が多いこと、学習指導要領の改訂に伴う伝統と文化の尊

重、国や郷土を愛する態度に関し、教材が多く、段階を踏んでいるという点から

も判断した次第です。 

 なお、目当てに関しましては、価値の押しつけという意見もございますが、私

はむしろ明確で分かりやすいと感じています。ブレーズ・パスカルの名言「人間

は考える葦である」ではありませんが、教材を基に考える道徳、議論する道徳を

目指すわけで、授業では児童の様子や雰囲気に応じた明確な発問・指示を与える

とともに、多面的・多角的に考え、言論活動やコミュニケーション能力を高める
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授業づくりを推進してほしいと思っております。以上でございます。 

○教育長【鍛代英雄】 

 では、重田委員、お願いします。 

○委員【重田恵美子】 

 どの発行者のものも色々な面で丁寧に工夫がなされており、選ぶのが非常に難

しかったのですが、最終的に私は、日本文教出版にさせていただきます。 

 児童がしっかりと話し合いを持てるようにされておりまして、思考を深めるた

めにみんなの意見を出し合ったりと随所に工夫がなされていると思います。私の

場合は、いじめの問題が非常に気になっているところでありまして、そのいじめ

問題のことでも多角的に取り組むように工夫がなされていると思います。１年生

のときからいじめ問題に取り組み、自分の意思というものをはっきり持てる子ど

もに育てようとするところがあるのではないかと思っております。 

 教科書の冒頭にはポイント、タイトルが付され、最後にはまとめもなされてい

ます。また、教科書の最初のところでは、別冊の「道徳ノート」と同じ順番で目

次が取り扱われておりますので、授業の中で、先生と児童が一緒に分かりやすく

学習できる工夫がなされていると思います。また、一番最後のところでは、家族

との関わり合いを持つことができる内容となっています。 

 別冊の「道徳ノート」は、なくしてしまったり、忘れてしまったりということ

が課題になるのですが、みんなが一緒のノートで学習しながらも、ひとりひとり

の考えを導いていくという意味では、非常に良いのではないかと思っております。 

 光村図書出版も非常に丁寧なつくりになっており、色使いも綺麗ですし、大変

良いと思いましたが、トータルで考えた場合、児童が自分の意思を見いだし、考

えをしっかり持ち表現できるコミュニケーション能力を高めるような道徳教育と

いう点で、私は、日本文教出版を推させていただきます。 

○教育長【鍛代英雄】 

 渡辺委員、お願いいたします。 

○委員【渡辺正美】 

 道徳教育については、子どもに良い心を育てようとするものという気持ちで、

私はこれまでも教育に当たってきました。基本的な生活習慣を確立し、社会のル

ールを尊重してより良く生きようとする意欲を育むもので、第一義的には親や家

庭が行うものだと考えます。しかしながら現在は、学校で先生がしっかり教育し

ていく必要性も生まれていると認識しています。また、道徳教育の狙いについて

は、原則、学習指導要領に定められているとおりだと考えております。 

 道徳教育は教育のあらゆる場面で行われているわけですが、今回、「特別の教

科 道徳」で使用する教科用図書の採択にあたっての視点は、この道徳の授業の中

で、一人ひとりの心に指導内容の定着を図っていくことを前提に考えました。 

 まず、各学級には基本的に４０人の児童がいます。育ってきた家庭環境や生活

環境にそれぞれ違いがあります。また、文章の読解力、理解力、子ども同士の関

係も学級ごとに異なるという実態があります。そして、授業の単位時間は４５分

です。その中の活動時間や内容を勘案しますと、まず先生は、子どもたちに意欲
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付けをするため、指導の前段で興味・関心を引くための工夫を何らかの形で５分

位行います。次に文章を読みますが、さっと読めるわけではなく、つかえながら

読みますので１０分位はかかるでしょう。そして、内容を理解させるのですが、

１回読んで理解できるような子どもばかりではなく、それぞれ特色がありますの

で、再確認をする時間が最低でも５分は必要になります。さらに自分の考えを文

章でまとめていく必要がありますので、１０分位はどうしてもかかります。そし

て次に自分の意見を発表して議論をしながら、様々な意見や考え方を自分なりに

吸収する時間が必要で、学習指導要領では、発表する、議論する道徳ということ

が大きく謳われており、最低でも１０分はかかるだろうと考えます。そして最後

に評価にもつながるまとめをすることを考えると、トータルで４５分はかかりま

す。 

 現在、研究を進めている伊勢原小学校の話を聞きますと、文章の量が多いと読

み切れないことがあるようです。私のこれまでの経験の中でも読むことに大変時

間がかかってしまい、なかなか次へ展開できなかったという経験もございます。

とにかく４５分の授業の中で全てを行うことが必要なのですが、先生は、結論を

急ぎ過ぎず、押し付けにならないように、子どもが授業で学んだことを自分の心

の中で気付くようにしていくことが大事であり、さらに多様な考え方にも気付い

ていくことを促していくことが、今回の道徳の大きな方向だと考えました。 

 よって、資料が長過ぎずに適切な文章量であること、担任の先生がそれぞれの

実態に合わせて自分の学級の子どもの実態を考慮し、あまり教科書に盛り込まれ

ている教材に縛られることなく、先生方が意欲的に工夫した発問や資料討議がで

き、加えて授業のまとめもできるといった視点で検討させていただきました。 

 また、新たな課題として、情報モラルやいじめの問題、あるいは社会参画につ

いて、これら大事な視点がどのように扱われているかといった視点も加えながら

考えました。 

 各発行者とも色々と工夫されているのは一目瞭然ですが、先程来述べました諸

条件を考えますと、１番に光文書院、２番目に東京書籍、３番目に学研教育みら

い、この３社の教科書が良いのかなと思います。私としては光文書院を１番に推

していきたいと考えております。以上です。 

○教育長【鍛代英雄】 

 ありがとうございます。 

 では、最後になりましたが、私から意見を申し上げさせていただきます。 

 各発行者の教科書はそれぞれ特色がございますが、道徳の授業は、教科書の中

に含まれております道徳的な価値を一方的に子どもたちに理解させるのではな

く、教材を手がかりとして、子どもたちが道徳的価値について考え、クラスの仲

間たちと議論するなどを通して、子どもたちの道徳的な判断力、心情、実践意欲、

態度を育てるものでございます。従いまして、他の教科以上に教師の創意工夫が

大切だと考えます。 

 そうした視点から考えますと、１つは、教師が自由に教材を扱うことができ、

ワークシートやノートを使って授業内容を工夫できるという点から「道徳ノート」
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等の別冊がないもの。２つ目として、小学校の１単位時間は４５分であることか

ら、教材を読んだ後で子どもたちが考え、議論することを考慮しますと、一つ一

つの教材があまり長くないもの。３つ目としまして、道徳科の授業実数は年３５

単位時間と定められておりますので、教師が使用する教材を選択できるようにす

る観点から、掲載されている教材数が３５より多いもの。これらの条件を満たし

ているものが望ましいと考えます。 

 各発行者の教科書のうち、光文書院の教科書はこれらの要件を満足しておりま

す。さらに学校における道徳教育は、道徳科を要として学校教育全体で行うこと

とされております。教科書の最後には「まとめる、ひろがる」の学習内容が提示

されており、学習のまとめや他教科等への広がりを持たせるポイントが示されて

おりますので、光文書院の教科書が良いのではないかと考えております。 

 私の意見は以上ですが、他に何か御意見、御質問等がございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。それでは採決に入らせていただきます。 

 「特別の教科 道徳」の教科用図書につきましては、８つの発行者から選ぶこと

になります。これから発行者名を順次申し上げますので、この発行者の教科用図

書が良いというところで挙手をお願いいたします。過半数の挙手があった時点で

決定とさせていただきます。 

 それでは、東京書籍が良いという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 次に、学校図書が良いという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 次に、教育出版が良いという方は挙手をお願いいたします。挙手１名。 

 次に、光村図書出版が良いという方は挙手をお願いいたします。挙手なし。 

 次に、日本文教出版が良いという方は挙手をお願いいたします。挙手１名。 

 次に、光文書院が良いという方は挙手をお願いいたします。挙手３名。 

 以上で、私を含め各委員全員の挙手が終わりました。教育出版１名、日本文教

出版１名、光文書院３名でございました。 

 よって、平成３０年度伊勢原市立小学校「特別の教科 道徳」で使用する教科用

図書は、光文書院のものと決定いたしました。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第４ 議案第２７号 平成３０年度伊勢原市立小学校使用教科

用図書の採択について 

 

○教育長【鍛代英雄】 

続きまして日程第４、議案第２７号「平成３０年度伊勢原市立小学校使用教科

用図書の採択について」、提案説明をお願いします。 

○学校教育担当部長【大髙敏夫】 

 議案書の１１ページをご覧ください。 

議案第２７号につきましては、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関す

る法律第１４条の規定に基づく平成３０年度伊勢原市立小学校において使用する
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教科用図書の採択について、伊勢原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関

する規則第２条第１項第１０号の規定により提案するものでございます。 

 １２ページをご覧ください。平成２６年度に採択した小学校において使用する

教科用図書の採択については、政令で定める採択期間である４年間、毎年度、種

目ごとに同一の教科用図書を採択するものとなっております。 

 今年度は教科用図書発行者の指定の取り消しや、教育課程の基準の変更等によ

り、既に採択されている教科用図書が発行されないといった事案はございません。 

 よって、昨年度と同一の教科書を採択したいとするものです。以上でございま

す。 

○教育長【鍛代英雄】 

 提案説明が終わりました。それでは御意見、御質問等がございましたらお願い

いたします。 

 よろしいでしょうか。無いようですので採決に入らせていただきます。 

 議案第２７号「平成３０年度伊勢原市立小学校使用教科用図書の採択につい

て」、賛成の方は挙手をお願いいたします。 

○教育長及び全委員 

 挙手。 

○教育長【鍛代英雄】 

 挙手全員。よって本案は原案のとおり可決決定いたしました。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第５ 議案第２８号 平成３０年度伊勢原市立中学校使用教科

用図書の採択について 

 

○教育長【鍛代英雄】 

 続きまして日程第５、議案第２８号「平成３０年度伊勢原市立中学校使用教科

用図書の採択について」、提案説明をお願いします。 

○学校教育担当部長【大髙敏夫】 

 議案書の１３ページをご覧ください。 

議案第２８号につきましては、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関す

る法律第１４条の規定に基づく平成３０年度伊勢原市立中学校において使用する

教科用図書の採択について、伊勢原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関

する規則第２条第１項第１０号の規定により提案するものでございます。 

 １４ページをご覧ください。平成２７年度に採択しました伊勢原市立中学校に

おいて使用する教科用図書については、政令で定める採択期間である４年間の間、

毎年度、種目ごとに同一の教科用図書を採択するものとなっております。 

 今年度は教科用図書発行者の指定の取り消しや、教育課程の基準の変更等によ

り、既に採択されている教科用図書が発行されないといった事案はございません。 

 よって、昨年度と同一の教科書を採択したいとするものでございます。 
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 以上でございます。 

○教育長【鍛代英雄】 

 説明が終わりました。それでは御意見、御質問などがございましたらお願いい

たします。 

 よろしいでしょうか。無いようですので採決に入らせていただきます。 

 議案第２８号「平成３０年度伊勢原市立中学校使用教科用図書の採択につい

て」、賛成の方は挙手をお願いいたします。 

○教育長及び全委員 

 挙手。 

○教育長【鍛代英雄】 

 挙手全員。よって本案は原案のとおり可決決定いたしました。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第６ 議案第２９号 平成３０年度伊勢原市立小中学校の特別

支援学級において使用する教科用図書の

採択について 

 

○教育長【鍛代英雄】 

 続きまして日程第６、議案第２９号「平成３０年度伊勢原市立小中学校の特別

支援学級において使用する教科用図書の採択について」、提案説明をお願いしま

す。 

○学校教育担当部長【大髙敏夫】 

 議案書の１５ページをご覧ください。 

議案第２９号については、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法

律第１３条第１項及び同法施行令第１４条第１項、並びに学校教育法附則第９条

の規定に基づく平成３０年度伊勢原市立小中学校の特別支援学級において使用す

る教科用図書の採択について、伊勢原市教育委員会教育長に対する事務委任等に

関する規則第２条第１項第１０号の規定により提案するものでございます。 

 １６ページから１８ページに教科用図書一覧を掲載しております。平成３０年

度伊勢原市立小中学校の特別支援学級において使用する教科用図書については、

各学校において児童生徒一人ひとりのニーズに合わせた教科用図書を使用するた

め、学校教育法附則第９条の規定に基づき、文部科学大臣の検定を経た教科用図

書以外の一般図書及び文部科学省が著作の名義を有する教科用図書の中から、教

科用図書として選定いたしました。 

 よって、これら選定した教科用図書について採択したいというものでございま

す。 

 なお、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律施行令第１５条第

１項の規定により、文部科学省の検定を経た教科用図書以外の図書を選定する場

合は１年ごとの採択となります。 
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 以上でございます。 

○教育長【鍛代英雄】 

 説明が終わりました。御意見、御質問などがございましたらお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。無いようですので採決に入らせていただきます。 

 議案第２９号「平成３０年度伊勢原市立小中学校の特別支援学級において使用

する教科用図書の採択について」、賛成の方は挙手をお願いいたします。 

○教育長及び全委員 

 挙手。 

○教育長【鍛代英雄】 

 挙手全員。よって本案は原案のとおり可決決定いたしました。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

その他事項 

 

○教育長【鍛代英雄】 

 続きまして、その他ということで、委員の皆さんから何かございますでしょう

か。よろしいでしょうか。 

事務局から何かありますか。ありませんか。 

 無いようですので、最後に来月の定例会の日程をお願いします。 

○教育総務課長【古清水千多歌】 

 来月８月定例会につきましては、８月２２日、火曜日、午前９時３０分から、

市役所３階第２委員会室においての開催となります。以上です。 

○教育長【鍛代英雄】 

 それでは、本日の教育委員会議はこれをもって閉会とさせていただきます。ど

うもありがとうございました。 

 

 

午後２時５分   閉会 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

＜配付資料＞ 

 

□資料１：サマーヒアリング対象事業リスト 教育部 

 

 








































